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は じ め に

外務省では、わが国NGOの活動能力、専門性の向上（キャパシティー・

ビルディング）に資する支援を行い、わが国NGOが国際的競争力を高め、

事業実施面における政府とNGOの連携を促進することを目的として、平

成11年度よりNGO活動環境整備支援事業に取り組んでいます。

「NGO研究会」は、この支援事業の一環として、国内各地のNGOから選

出された委員が研究会を構成し、わが国NGOが組織強化・活動能力向上

を図るために共通の課題となっている問題をテーマとして研究・討議し、

その改善に向けた提言を行うプログラムとして、平成11年度には、「財

務・会計、人事・労務」、翌12年度においては「NGOのアカウンタビリティー

向上を図るための自己評価指標」について研究が行われ、その成果は報

告書として広く参考に供されています。

３年目を迎えた平成13年度においては、NGOの活動を支える市民の理

解や協力を得ていくため基本的な活動となる「広報」に焦点を充てた研

究会が実施されました。ここでは、わが国のNGOが実際に広報にどのよ

うに取り組んでいるかを、組織の規模や活動状況も異なる様々な団体の

事例・手法を照会し、そこから助言・アドバイスを探っていくという報

告書造りが目指されました。

ここに完成した報告書は、何よりも読み手の立場に立ち、また、関心

が向くことにも力点を置いた研究会委員一同の力作です。皆様方の活動

をアピールし、市民の理解と共感、そして支持・協力を広げていかれる

ための一助として本報告書をご参考にしていただくことを願って止みま

せん。

平成14年3月

外務省経済協力局

民間援助支援室長

小畑　正比呂




